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川崎市の財政状況

川崎市財政局



○　川崎市の市税収入は、

リーマンショックの影響により、平成２１年度から２２年度にかけて大きく落ち込みましたが、

　人口増や景気回復に支えられて、増加傾向にあり、

　平成２６年度では、ようやく以前の水準に回復しつつあります。

川崎市の財政状況
＜① 過去の推移＞

市税収入が増えない中で、

保育園や特別養護老人ホームの費用など、

社会保障経費の増加へ対応するため、

市役所の人件費を減らすなどの

行財政改革の取組を進めてきました。

市税収入の推移
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（単位：億円）

市税収入の推移（決算）

リーマンショックで最大118億円の減少となったものの、以前の水準に回復

これまでは？
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○　一方で、社会保障に関する経費（子育て支援、高齢者福祉、障害者福祉、生活保護など）は、

　高齢化の進展などにより、毎年、増加しており、平成２０年度に比べて１.５倍になっています。

435 450
510

570 595 595 600

244
288

324

354
395 430

488
209

212

218

225

241
249

264

204

211

227

237

253
274

289

1,092

1,161

1,280

1,386

1,484
1,548

1,641

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2008
(H20)

2009
(H21)

2010
(H22)

2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

生活保護 子育て支援 高齢者福祉 障害者福祉 4分野合計

社会保障経費の推移（予算）
（単位：億円）

※児童手当（こども手当）等は、大きな制度変更があったことから、上記資料から除いています。
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○　川崎市の今後１０年間の市税収入は、国の試算による経済成長を見込んだ場合には、

　当面の人口増にも支えられ、順調に増加する見込みです。

川崎市の財政状況
＜② 今後の見通し＞

市税収入が順調に増加しても、引き続き、

高い伸びが見込まれる社会保障経費への対応が

課題となります。

市税収入の推移
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（単位：億円）

市税収入の見込み

今後は？
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○　一方で、川崎市の今後１０年間の歳出は、高齢化のさらなる進展などにより、

社会保障に関する経費（子育て支援、高齢者福祉、障害者福祉、生活保護など）が

高い伸びとなるなど、市税収入を上回るペースで増加する見込みです。
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歳出の見込み（一般財源）

（単位：億円）
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○　ここ数年は、社会保障に関する経費（子育て支援、高齢者福祉、障害者福祉、

　生活保護など）が引き続き増加するなど、極めて厳しい財政状況が続きます。

○　その後は、国の試算による経済成長を見込んだ場合には、市税収入等が増加し、

徐々に収支不足が減っていく見込みです。

川崎市の財政状況
＜③ 収支見通し＞

市税収入等の増加により、

徐々に収支不足が減っていく見込みですが、

ここ数年は、極めて厳しい財政状況が続きます。
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今後の収支見通し（一般財源）
（単位：億円）

今後の

収支見通し

ここ数年は、

毎年２００億円程度の収支不足が見込まれるなど、

極めて厳しい財政状況が続きます。
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○ 「今後の収支見通し（一般財源）」 は、

・ ２０１４（平成２６）年度当初予算をベースに、

・ 原則として、現行の制度・事業が継続するものとし、

・ 川崎市の将来人口推計や、国の経済見通しを基礎データとして、

算定しています。

※ 詳細は、川崎市ホームページ http://www.city.kawasaki.jp の

「市政情報」→「市の財政・市債・行財政改革」→「財政」→「収支見通しについて」

に掲載しています。

○ お問い合わせ先

川崎市 財政局財政部財政課

〒210-8577 川崎市川崎区宮本町1番地

電 話 ０４４－２００－２１８０

ファックス ０４４－２００－３９９１

メールアドレス 23zaisei@city.kawasaki.jp
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